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日 時 令和元年 6 月 20 日（木） 19：00～20：30 

場 所 高松市医師会館 2 階大会議室 

出席者 

■ 吉澤委員長 ■ 松本部会長 □ 岡委員 ■ 片山委員 

10 名 
■ 林委員 □ 香西委員 ■ 田中委員 ■ 辻委員 

■ 永岡委員 ■ 坂東委員 ■ 古川委員 □ 三宅委員 

■ 和田委員    

事務局 

高松市医師会事務局 山地係長、真鍋氏 

長寿福祉課 徳重主幹、長樂係長、山﨑 

在宅医療支援センター 篠原 

6 名 

議 題 
１ 高松市入退院支援ルールについて 

２ 第 1 回 医療介護連携ミーティングの開催について 

結 果 

１ 高松市入退院支援ルール（案）について 

（１） 入退院支援情報共有シートについて 

・入院時情報提供用、退院・退所時情報共有用シートの修正分について、松本

委員、事務局山﨑より説明がある。 

→各委員から再度意見が出され、次回部会までに最終案を作成する予定。 

・ワードかエクセルのフォーマットで作成し、ホームページ等でダウンロード

できるようにする。手書き用も必要（スペースは多めで）。 

・利用者の基本情報等を記載するフェイスシートを作成し、必要時シートを増

やしていく方式でも良いかも。 

・ACP は入院時にはタイミングとしてあまり適切ではないが、退院時には項目

に入れることが好ましい。 

（２） 高松市入退院支援ルールの運用について 

別紙、資料を参考にして意見交換をおこなった。 

♦在宅（自宅）退院・ケアマネジャーがいる場合（基本型） 

♦転医・施設入所、ケアマネジャーがいる場合 

 ・医療関係者と家族との話し合いについて、診療情報提供書を出すタイミン

グ等について検討が必要。 

♦ケアマネジャー以外の職種間連携について 

・セラピスト間 疾患の種類が多いため、基本的には病院毎のシートを活用 

中。 

・薬剤師間 香川県主導で、薬－薬連携の体制づくりを検討中。 

・訪問看護師 診療報酬で決まっている訪問看護の計画書と報告書を活用。 

・介護施設 看護添書や直近の看護記録を活用している。 
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２ 第１回医療介護連携ミーティングの開催について 

日時：令和元年 7 月 21 日（日） 9：30～12：30 

会場：専門学校 穴吹リハビリテーションカレッジ 4 階シルクホール（上天 

神町） 

対象者：今回は、各職能団体より 10 名程度推薦いただき、在宅医療コーディネ

ーターには案内をしない。（締め切りは 7 月 10 日） 

プログラム： 

・高松市入退院支援ルールの概要について説明 

・多職種でグループを作る 

・グループ毎の検討内容の発表と全体討議 

※参加者には事前に資料を送付する。（16～17 日辺りで） 

 

３ 第４回退院支援・医療介護連携部会日程について 

  日時：7 月 11 日（木） 19：00～20：00 

  場所：高松市医師会 

 


